
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

福島４ ＡＩによる水需要予測

2  課題の詳細

求める技術：①

福島市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5  事業規模・業務量

福島市では中長期財政計画に必要な水需要を予測しています。予測は職員の手により、将来人口の推計や生活用
水・工業用水の増減の動向等を考慮して計算していますが、生活の多様化や将来経済の先行きを見通すことが困難
であるため精度を高めることが難しくなってます。

将来の人口推計や経済活動を計算して、必要になる水量を計算するAI
現在の使用水量や給水管の口径等のデータを取り込みより高い精度で将来の水需要を予測できるAI年度毎だけでな
く、リアルタイムで計算したデータを過去データと比較できる機能

水需要予測
中長期財政計画の策定

年１回

本市で実施している水需要予測では過去の実績や傾向から、将来のデータを算出していますが、人間の手で作業す
るため参照できるデータ量にも限りがあります。また、作業自体も複雑であるため多くの時間と労力を要していま
す。算出される結果は作業者のスキルに依存するところが大きく、正確な推計値が出ているかの検証も課題になっ
ています。
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